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1．問 題 の 所 在
1975年に会計基準運営委員会（Accounting Standards Steering Committee－以
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準の設定が検討されていた。イングランド・ウェールズ勅許会計士協会（The
Institute of Chartered Accountants in England and Wales－以下，ICAEW）は1969
年に「1970年代における会計基準に関する趣意書（Statement of Intent on




















































































































































































































































































































































当座預金および手元現金 529 681 （152）
短期投資 23，936 20，700 3，236
当座借越 （11） （8） （3）
24，454 21，373 3，081



























































































































1996年1月 キャッシュ・フロー その他の変動 1996年12月
千ポンド 千ポンド 千ポンド 千ポンド
当座預金 42 847 889
当座借越 （1，784） 1，784
2，631
支払期日が1年以内の負債 （149） 149 （230） （230）
支払期日が1年以降の負債 （1，262） 230 （1，032）
流動資産
投 資 250 450 700
合 計 （2，903） 3，230 － 327
キャッシュ・フロー計算書に対する注記
（出所：FRS1（Revised）, AppendixⅠ.）
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